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TEL 022-717-8364（外来）

　咬合修復科では、口腔内の感染と咬合力の制御を基本とし、歯の喪失をこ
れ以上拡大しないためのエビデンスに基づいた補綴歯科治療を行っていま
す。補綴歯科治療全般を担当し、特に日本補綴歯科学会の定める専門性の
高い難症例を治療します。その他特色ある診療として、審美補綴歯科治療、
歯周補綴治療、金属アレルギー歯科治療、スポーツマウスガードの製作・提
供などに積極的に取り組んでいます。
　当科では最新のデジタル歯科技術を導入し、CAD/CAMや3Dプリンター
を活用したメタルフリー歯科治療を提供しています。健康保険診療では、臼歯
におけるCAD/CAM冠やグラスファイバー補強高強度コンポジットレジンブ
リッジ治療を数多く行っています。メタルフリー補綴治療には、症例に適した
歯冠修復材料およびセメントの選定や、接着技法の専門知識が求められま
す。当科では、長年蓄積した臨床データと最新の学術情報を治療にフィード
バックし、治療の長期予後を高めるよう努めています。また、歯科インプラント
センターと連携し、各症例に最適な上部構造の材料選択から専門性の高い
インプラント補綴治療を提供します。

口腔修復系診療科

江草 宏 科長

歯質・歯の破折や欠損：う蝕、歯周病、著しい
顎堤吸収などによる咀嚼障害、発音障害、審美
障害

補綴装置のトラブル：義歯、クラウン、ブリッジ
の破折
噛み合わせの異常：ブラキシズム（歯ぎしり）、
咬耗症、すれ違い咬合、咬合平面の乱れ、咬合
崩壊、低位咬合、顎関節症
オーラルフレイル：口腔機能低下症、全身疾患
に起因する摂食機能障害
その他：歯科金属アレルギー、睡眠時無呼吸症
候群、スポーツ外傷予防（マウスガード）

主な対象疾患

診療科WEB

　咬合回復科は、義歯やインプラントなどの補綴歯科治療により「咬み合わせ」
を回復し、口の働きを改善することを専門とします。失われてしまった歯・顎など
の一部を装置により再建することによって、歯列・顔貌などの形の回復とともに、
「食べる」「しゃべる」「味わう」という人間にとって大切な口の機能の回復・保全
を図り、患者さんのQOLの向上・豊かな生活に貢献することを目的とします。
　当科では、日本補綴歯科学会の専門医・指導医はもとより、インプラントや
顎顔面補綴、顎関節症、睡眠歯科、スポーツ歯科など幅広い専門性を持ったド
クターにより構成されており、より高い専門性・エビデンスに基づいた包括的
な治療を提供することを心がけております。
　新治療技術、新素材を積極的に導入し、患者さんの要望により対応しうる最
新治療の提供、新たな治療法の開発にも力を注いでおります。近年では、睡眠
時筋電図記録装置による「夜間の歯ぎしり評価」や口腔内スキャナーを使用し
た「歯の型取り」など治療のデジタル化を積極的に取り入れています。また、顎
運動計測装置や咀嚼能力検査装置を使用し、治療効果の見える化を実践して
おります。

口腔回復系診療科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

江草 宏 科長

TEL 022-717-8364（外来）

う蝕や咬耗等による歯質欠損
少数～多数歯欠損
（咬合崩壊・すれ違い咬合などの難症例）
ブラキシズム（歯ぎしり）
顎関節症

閉塞性睡眠時無呼吸症（OSA）
静脈内鎮静法や全身麻酔下での歯科治療が
必要な重度の歯科恐怖症
口腔機能低下症

摂食嚥下機能障害

マウスガードによるスポーツ外傷予防

咬合回復科

咬合修復科

外来担当医表

　当診療科では、歯周病の早期発見と早期治療による口腔の健康確立を目
指すとともに、特に中等度以上の歯周病に罹患された患者さんに対して、歯
周ポケット検査やエックス線写真などの検査結果をもとに診断を行い、治療
計画を立案した上で専門的な歯周治療を実施しています。さらにフラップ手
術や歯肉切除術などの標準化された歯周外科手術を含め、先端治療である
歯周組織再生手術を実施しています。また、局所的に下がった歯肉などに対
して審美性を改善するために歯周形成手術を行うこともあります。また、上記
の治療の過程で、歯の欠損部への入れ歯やブリッジの作製、インプラント治
療、病的に動いた歯の矯正などを行って、快適に咬めるようにまた審美的に
も満足できるようにします。この段階では、当科の担当医と関連診療科の専
門医が連携して、それぞれの患者さんに最適な治療を行います。歯周病科に
は日本歯周病学会および日本歯科保存学会認定の専門医・認定医が数多く
在籍しており、最新の専門的な医療の提供を通して大学病院の使命の１つで
ある地域連携について積極的に取り組んでいます。

口腔回復系診療科

歯周病科
TEL 022-717-8337（外来） 山田 聡 科長

歯肉炎

歯肉増殖症

慢性歯周炎

侵襲性歯周炎

う蝕
歯髄炎

根尖性歯周炎

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　口腔機能回復科は、歯学研究科リハビリテーション歯学講座加齢歯科学
分野が運営する歯科部門の診療科です。昨年度に高齢者歯科治療部と口腔
機能回復科が統合され、現在の診療科となりました。診療科の機能は、高齢
者の口腔機能の維持・管理です。高齢者の顎口腔は、生理的な加齢変化に加
え、積年の病的変化の蓄積により、歯数の減少、唾液分泌低下、顎顔面や頸
部の筋力低下などが生じ、咀嚼や嚥下、発音などの口腔機能を低下させるの
みならず、低栄養やフレイルのリスクを高めます。一方、高齢期の運動機能や
認知機能、視聴覚機能などの低下は、口腔衛生状態を悪化させ、口腔機能低
下に拍車をかける要因として作用します。当科は、高齢者に安全で優しい可
撤性義歯による欠損補綴治療を中心に、多様な治療手段を駆使して、高齢者
の口腔機能の維持・管理に努めます。外来受診が困難なゆえに歯科医療の受
療機会を失いがちな要介護高齢者等に対しては、居宅や入所中の施設、入院
中の病院を訪問する歯科訪問診療を提供しています。こうしたアウトリーチ
機能を備える診療科は、当院歯科部門では当科のみです。

口腔回復系診療科

口腔機能回復科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

当科は日本補綴歯科学会および日本老年歯科
医学会の専門医研修施設です。代表的な対象
疾患は、高度顎堤吸収や下顎位不安定などによ
る可撤性義歯の難症例をはじめとする欠損補
綴症例、高齢者の口腔機能低下症、咀嚼障害や
嚥下障害です。摂食嚥下機能のリハビリテー
ションについて、当科は当院嚥下センターに参
加し、摂食嚥下障害のリハビリテーションを
行っています。歯科訪問診療では、当院独自の
診療活動に加え、仙台歯科医師会の在宅訪問
歯科診療事業の後方支援を担っています。

服部 佳功 科長TEL 022-717-8397（外来）
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